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　前回はアイヌが
この世の中のあら
ゆる存在をカムイ
（神）とみなして
きたことに触れま
した。では、アイ
ヌとカムイ達の関
係は具体的にはど
のようなものなの
でしょうか。簡単にいうとアイヌとカムイは互いに相
手に対し権利義務を負う関係にあります。カムイは人
間を見守る義務があるとともに人間に祀

まつ

られる権利が
あり、人間はカムイを祀り、恩恵を受けたときは御礼
をする義務がある一方、神に守られる権利があるので
す。例えば、誰か事故など不本意な亡くなり方をする
と、カムイの守護義務違反ということで、その家族は
全身全霊で神に抗議します。その抗議は交代で夜通し、
または数日間続くこともありました。これをアイヌ語
ではイランヌッパ（イ・それ（神）の、ラン（ラム）・
心に、ヌッパ・沢山の訴状を聞かせる）と言います。
さらに、アイヌの人々は身内の不条理と思える不幸に
ついて抗議するとともに、亡くなった家族を身内の子
どもとして生まれ変わらせて欲しいと祈るのです。ア
イヌの世界では「あの世」に帰った魂も、肉体や形を
もって再びこの世に戻るという循環を繰り返している
と考えるためです。
　アイヌの世界には様々な神様が存在しますが、この
場合抗議や願いごとをする相手は、最も力のある至上
神です。ただ、この訴えは直接するのではなく、家々
の炉に鎮座し人間と天上の神々の間でメッセンジャー
の役割を果たすと信じられているアペフチカムイ（ア
ペ・火の、フチ・老女の、カムイ・神）を通じて至上
神に伝えられます。ただし、アペフチカムイが他の神々
へのメッセンジャーの仕事をする場合、直接行動する
わけではありません。炉端で人々が祈りを捧げると、

アペフチカムイの
召使である炉の灰
やおき（燠）がア
ペフチカムイの使
いとして、相応し
い神のところへ赴
いて人間の訴えや
願いを伝えること
になっています。

この召使は夥
おびただ

しい数がいると信じられています。召使
の働き方もなかなか複雑で、お目当ての神に直接では
なく、その神と親しい神のところへ行って間接的に用
件を伝えてもらったり、願いが叶

かな

うよう神々に根回し
をすることもあるそうです。なお、ジョン・バチェラー
は、富士山がかつて活火山だったことから、「フジ」
の語源は火の神、アペフチカムイだと考えていました。
アイヌのルーツは日本の古代、つまり縄文に遡ると信
じていたからです。
　ところで、日本で神の行いが悪いから文句を言うと
か抗議するとかいうことはあまり聞いたことがありま
せん。相手が神であっても抗議をするという文化は、
アイヌ社会で何か争いが生じた場合に、当事者同士が
自身の正当性について主張し合って決着をつけるとい
うチャランケ（チャ・（正論を）口に、ランケ・下ろ
す=正論を主張する）という習慣にも通じるところが
あります。神に対してすらも義務違反があると考えれ
ば抗議をするわけですから、人間同士の問題で権利主
張をするのは当然ともいえます。これは「長いものに
は巻かれろ」という日本的な考え方とは対象的で、非常
に近代的であり民主的であるといえます。狩猟・採取が
中心であったアイヌ社会では農耕社会のように一部の
人への富の集中ということが起きなかったため、突出し
た権力者というものがいませんでした。その結果、問題
の解決も日本の封建時代などに比べ、ずっと現代に近
い方法で行われていたといえるのかもしれません。
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